
香川県清酒製造業の現状  
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1規模別格差の増大と地域間格差の増大   

はじめに．，わが国全体の冶酒製造東の集中度を為るために，製成数爵1）規換  

別の製造場数，課税痙出疲恩2）痩模別の製造場数，ノ従柴者数規模別の事業所数  

および製造品出荷額のデーターせ用いて，Gini係数を計算した？  

図1清酒製造業のGini係数の鱒移（規模別）  
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l）生産盈のことである。  

2）ふつう移出・移入は県隙間の移動の意味で使われるが，ここでは蔵からの出入の意味   
で使われている。   
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図1にみるように，どのデー・タを用いたもの把ついても，年次の経過と共  

に集中度が増大している。課税移出数屋に．よるGini係数のカが製成数藍によ  

るGini係数よりも，0．18～0．23ポイント高く，製造品出荷額等によるGini  

係数はこの両帝の中間に位置している。製成数鼠に・よるものよりも課税移出数  

恩によるものの方が高い値を示して言いるのほ，大規模企業はど他の企業から未  

納税移入をしており，小規模企業は他の企業に未納税移出をして．■いるからであ  

る。   

また，時間的な経過をみると，昭和37年～昭和46年の10年間は特に，Gini係  

数の増大騒が大きい。   

つぎ紅，都道府県間の集中度をみるために．，都道府県別出荷数鼠串よび金額  

のデータを用いてGini係数を計算したものが，図2である。  

図2 清酒製造業Gini係数の推移（都道府県別）  
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資料）エ某統計  

これによっても，都道府県間の集中度が徐々紅増加していることがわかる。  

図1と同様紅，集中度の増加が著しいのは，昭和37～46年の10年間である。   

これと同じことであるが，表1をみると，岩手，秋臥 福島，長野，京都，  

兵庫，島根，広島，高知は清酒出荷額のシェアーーがはば－・定あるいは増加を示   
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表1都道府県別清酒出荷額シェア・－の推移  
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資料）工業統計   
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した県である姉他の都道府県はシェアーを減少させ七いる。都道府県間の格  

差がますますつきつつあるこ・とが知られる。   

最後に表2，および図3をみると，香川県内清酒製造業の規模別格差の増大  

がみてとれる。免許場数の推移ほ，表3のとおりであり，経常的に相当苦しい  

に．も拘らず，免許場数を維持していることがわかる0  

表2 清酒製成数丑規模別免許場数（香川県）  

規  模【昭和48年度l49年度 ∃ 50年度 仁51年度 t 52年度l53年皮  

資料）国税庁資料  
図3 清酒製成数畳規模別免許場数（香川県）  
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香川県清酒製造業の現状   

表3 清酒製造免許場数（各年度末）  

－・・75－  

年  次  全 国l香 車愛媛一生 
．＿＿＿  

昭和30年度  
31  4，079  
32  4，135  
33  4，081  
34  4，064  

35  4，d44  
36  4，020  
37  3，982  
38  3，954  
39   3，936   

40   3，5   38  130／  60  42   270   
41  3，856  ；  262  
42  3，82隻  260  
43  3，788  ．  258   
44  萎 童  257  

45  246  
46 238  
47   蔓歪墓室＝蔓  228   
48   3，332  31   108J  52  34  225  
49  107弓ち2 33  223  

50  222  
51   3，289 31 …；針 …壬 壬呂；r 冨く …芸  218   

52 53l  …：…3…J …昌～ 壬3壬j 針勘 
資料）『国税庁統封年報沓』S．30－S．36ほ9月末日，「主たるもの」と「従たるもの」  

の2つの値を加えた。  

2 香Jll県清酒其の地位と特徴  

はじめに，全国各都道府県の中で，香川県の清酒業の地位がどのようなもの  

であるかをみるために表4のように．9つの指標をえらんでみよう。（鹿児島県，  

沖縄県は清酒の生産があまりなされていないので除外することにした。）   

指標の説明を君1二加えるならば，つぎのようである。①の卸売割合は，全課  

税移出中卸売の割合である。清酒ほメーか一により作られ，卸売業者，小売業  

者，消費者と流通してゆくが，メ－カ仲から直接小売店に売られるもの，ある  

いほ直接消費者紅売られるものがある。前者を直売， 後者を直々売とよんでい  

る。製成数嵐の規模の人きいものほ．，卸売業者を通じて売らざるを得ないと思  

われるし，全国各地に販売網をはりめぐらせるためにほ，卸売業者の手を借り   
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ねばならない。④の県産洒率ほ，各県の消費壷虹占める県内課税移出の割合で  

ある。この割合が高いことほ．，そ・の地域の特徴ある酒造りが可能であり，古来  

の伝統もまもるこ・とができるであろう地域であることを示す。⑧の製成数長：／  

消費数患ほ・，酒造りが本来，地域地域で，それぞれ必要畢をまかなってきたの  

であるから，もともと1に近い数値を示していたものと思われる。商品生産の  

発展と共に，移出がさかんになり，銘醸地が形成されると，そ・の地域に桶売り  

する者もあらわれて，この比率が1とかけほなれてくる。④の1人当たり消費  

恩は，東北，北陸，長野など寒い地域，老人の多い地域，祭など伝統的生活様  

式を守っている地域で蒔い皐う＿である。鳥取・島根の日本海側，高知県も消費  
未納税移出  

題が高い。⑨の1・－  ー，⑥の課税移出／製成数鼠は，はぼ同じ動き  
製成数鼠   

を示すものと思われるが，未納税移出をしなくて－もある程度やってゆけるとこ  

ろ，褒成数鼠以上に課税移出が可能な銘醸地の数値が高い。⑦の未納税移入／  

課税顔出の割合が高い地域も，相当販売力がある地域と思われる。⑧ゐ企業規  

模は，京都・兵庫が群を抜いている。北海道・秋田も相当大きい数値を示して  

いる。⑨の付加価値生産性ほ規模とも関連するが，企業の収益性とも関連して  

重要な指標と考えられる。   

以上簡単にふれた9つの指標について上10位紅◎印，上11位から20位までに  

○印，下の10位に×印をつけ，それらを全体としてみてみると，岩手，秋田，  

山形，福島，新潟，長野，京都，兵庫，広島，高知などは銘醸地であり，樽酒  

製造業が相当なカをもっているものと思われる。   

香川県ほ，付加価値生産性がかなり高く，企業規模も平均ではまずまずの大  

きさであり，消費鼠に比べて製成数嵐がやや多く，県外紅もかなりの課税移出  

をしでおり，未納税移出も比較的しているほうである。その他についてほ．，ほ  

ぼ全国平均並みであると考えられる。   

つぎに，工業統計のデータを剛、て，香川県樽酒業の地位をみると，つぎの  

よう紀要約できる。   

表5から，1事業所あたり従業員数は，はぼ全国なみであり，表6から，1  

事業所あたり製造品出荷額は全国平均の約8割程度であるから，企業規模ほ全   
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表4 9つの指標による都道呵県間の比較（昭和52年）   

① ⑧  ＠、④  ⑨  ⑥ ⑦ ⑧・⑨   

都道府偲儒萱億聾開費l記遇翳     1認許麿提i欝】名護僅管饉   
．＿．  

1．北海道  
2．青森県  顧  馳咽   

針1妄   

8．岩手県   
4．宮城県  ￥、○   O O 
5。秋田県  （⊃ ◎、  ○          6。山形県 7、福島県 y脆…  垂二  §  
9栃木腰   ○   ○  ◎   ×   

0  ×   
○   

11埼玉凰  ×  

12千悪県  ×  × ×   

×  宗二   
◎  

15り新潟県   ×   
爵  ◎  （〕   

座   
○  ○ ◎   

17 石川  （⊃  0 0  
18．藤井県  ◎  鋸 ○  
19．山梨県  

21．岐阜県  ○ 

ロ■  8讐巨費、  ×  
22． 1ガ  ＼  ×  ×   

23．愛知県  ×  ×  
○  

24h享重県  
×  盛 25．滋賀県  

×  

27   桔  田  
29… 奈良県  姜二篭墨蔓  ◎  ◎            ×   
30．和歌山県  〉く  ×  ×   

○  
○  ×  

◎   ×   

3 轟  
35  ロ 凰  〉く  
36．徳島県  × 弓  ×  

37．香川県  
L  

◎． 
39．高知県  ◎・◎  
40・岡 41・佐賀県 ‘日  。。 
42．長崎県  ×  。』9  
43．熊本県  ； ◎10   
44．大分県  ○○  

）く  

◎lo x  ◎ 喜 × 
45．宮崎県  ○ ×】×   ×  ×   【×   

資料）国税庁資料   
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蓑5 清酒製造業1事業所あたり従業鼻教 養8 清酒製造業1事業所あたり製造品出荷額  

（単位 人）  （単位 万円）  

年 、次  全  国   香川痕  

昭和30年   17．4   

31   16．9   

32   17．4   

33   17．7   

34   18．4   

35   19．1  

36   20．5   

37   21．6   

38   21．5   

39   22．1   24い6  

40   22．3   23．9   

41   22．2   23．5   

42   22．1   22．9   

43   22．0   22．6   

44   21．6   20．4   

45   21．5   23．5   

46   21．7   23．6   

47   2土．3   23．1  

48   20．7   21．9   

49   20．7   19．7   

50   20nO   18．5   

51   18．7   18り6   

52   18．6   18一．0   

53  18．2   

年‘次  全  国  香川県   

昭和30年  4，585．6   

31   4，117．2   

3   4，355．1   

33   4，446．5   

34   4，720…0   

35   5，165．6   

36   5，941．9   

37   6，345．8   

38   7，497．2   

39   6，62飢5  

40   9，563．6  7，933，．1 

41   10，33（；．2  8，849．0 

42   11，710．4  9，268．3   

43   12，936．9  14，142．5   

44   14，433．3  11，048．6   

45   16，960ハ8  16，さ74．6   

46   17，737．8  14，263．8   

47   19，565．1  15，824．4 

48   21，756．2  16，734．0   

49   25，450．7  19，681．9   

50   28，970．8  21，297．9   

51   30，470．0  22，706．8 

52   33，141．6  24，099．2   

53  26，248．1 

資料）工業統計  資料）工業統計  

国平均よりやや小であるといえよう。   

表7から1従業員あたり製造品出荷額は全国の8割程度，表9から1従業員  

あたり付加価値額は，9割5分程度，表8から，1従業員あたり現金給与縫額  

ほ．全国の10剖5分程度である。   
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表8 清酒製造業1、従業旦あたり現金給  

与総額  （単位‥万円）  

表7 清酒製造業1従業員あたり製造品  

出荷額  （単位二万円）  

年  次  全  国  香川県   

昭和30年   11．8 

31   11。3  

32   11．8  

33   12．2  

34   12．9  

35   13，6 

36   15．4  

37   18一1  

38   22リ3 

39   24．6  ‖   

40   28．3   

41 30。6 33い8   

42   35．0   41．3   

43   39．6   40…8   

44   46．3 47．1   

45   

46  50．9．  48．2  
47  67．5   70．2   

48   79，．7   81．0   

49   100′．0 107ハ1   

50   123．1   134．．1   

51   144．2  148．6   
52  ， 182い7  

表10から労働分配率がかなり全国より高水準にあること，表11から，製造品  

出荷額に占める原材料の割合ほ全国に比べて低いこと，付加価値，現金給与総  

額の割合は全国紅比べて高いことがわかる。   
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衷9＼清酒製造業1従業員あたり付加価  

値額  押址：万円）  

表10 清酒製造業労働分配率   

（単虻‥％）  

年  次  全 項香川県   

昭和30年   61．．6   

31   52．5   

32   56．6   

33   55∴3 

34   56．8   

35   63こ、5 

36   70．0   

37   78…9   

38   103り．6 

39   104i9   

40   123．′3 

41   136二／2   136…6   

42   151．6 142‖8   

43   ユ63こ3  182．6   

44   201、．二4 156‖5   

45   225小4  360．1   

46   255、6  211り1   

47   276．9 235．0   

48   313．0  249．3   

49   392′∩6 403／3   

50   498．7  407い2   

51   49110  507．6   

52   574．1  498．9   

53   515．2   

資料）工柴統計   資料）工業統計  
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表11清酒製造品出荷額に占める各党目の割合  （単位；％）  

全  国  
L  香  川  県  

年  次  
原綿等座金給与総額【朋口価値1原材料等座金給与画付加価値  

24．9  4い5  

25い7  4．6  

24．9  4．7  

26．6  4“9  

25．5  5。0  

26．6  5．0  

27．7  5“3  

30．．5  6．2  

27ひ9  6．4  

33．4  6．5  

32．9  6こ6  

323  6小6  

34‖0  6u6  

36．1  6．7  

34－2  6．9  

31．1  6小5  

33い6  7．2  

34、2  7小3  

34▲8  71．6  

381．7  8…1  

38．2  8．5  

41．9  8い9  
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52   38．7  8い9  

53  

5 香川県における清酒流通の動向と将来展望  

香川県における清酒の流通について考え■てみ．よう。香川県内のメーーカ－で製  

成された清酒は，県外のメ－カー・（灘。伏見の大手メ・－か－が中心）に桶売り  

されるものと，課税移出されるものとにわかれる。後者ほ，県内課税移出と県  

外課税移艮にわかれる。県内課税移出ほ，県内メ－れ－の支店に移出される場   
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合と県内卸売業者砿移出される場合と県内小売業者叱憤売される場合と県内消  

費者紅喧々売される場合にわかれる。県外課税移出も同様に．支店，卸，小売，  

消費者匿わかれる。もちろん県外消費者紅売られる場合はごく少題であろう。   

県外メ－カ－（灘・伏見）に桶売りされた消酒は，それらメ－カ一自身の清  

酒およびその他の県外メ－カ叫・（灘・伏見以外）からの樽酒とプレ∵／ドされ，  

香川県紅も移出される。香川県の大手卸の場合ほ，これらを虐接県外メーーか－・・  

から仕入れることができようが，申・小の卸の場合軋ほ，明治屋，祭原，国分  

といった中央の大卸を通じて仕入れる。明治屋，祭原，国分といった中央の大  

卸は高給に支店をもっているが，これらほ，もちろん，四国の各県への卸も担  

当している。   

県内卸売業者に売られた清酒および県内メーーか－の支店に売られた滑洒は′J＼  

売店を通じて消費者の手にわたる。   

ここにいう消費者は，いわゆる消費者ばかりでなく料飲店をも含んでいる。   

県内卸売業者ほ，さき紅ふれた明治軌 条原，国分といった中央の大卸と，  

香川県酒類卸（協），香川酒類販売，永木，綾困，山の川，綾大吉，中川などの  

図4 香川県の清酒流通囲（10年前）  

中ト・：し   
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地方卸売業者と，西野商店（メ－か－・と卸を兼ねる），池田酒販，常磐，綾菊販  

売など，県内自製酒販売会社と高知酒乱多聞洒私四国酒販など県外自製酒  

販売会社にわかれている。  

図5 香川県の清酒流通図（5年前）  

坤位：kゼ   

以上のような樽酒流通をキロリットル数（平均清酒濃度15．92）で示したのが，  

図4～図8である。図4，5ほ過去の流通の様子を示すものであり，図6ほ現  

在（昭和53年度）の動きであり，図7，8は将来の予想である。これらの数字  

の導出はつぎのようにしてなされた。   

表12のように，b偶の数字からC欄の数字をさしひき，d欄の数字を加えた  

ものがe欄に・あるが，これほ，県内メ－・か－の出荷見である。a欄の製成数鼠  

とほ本来くいちがうであろうが，清酒の場合，はとんど1年間で消費されると  

いうこともあ・つて，a欄とe欄はかなり一・致している。もちろん，未納税移出  

の部分は平均清酒濃度20．8度を15．92度に変換した数字を用いている。   

昭和58，63年度の数字は，それぞれの欄ごと紅，最近のデータ（昭和47年皮  

～53年度の7年間）を用いて直線をあてはめ，理論値を計算したものである。   
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図6 香川県の清酒流通図（現在）（昭和53年度）  

申樟：lくg  

－－β4－－  

図7 香川県の清酒流通図（5年後仮憩）  

理柾：重く仁  

／二＼＼  
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香川県滑酒製造業の現状  

図8 香川県の清酒流通図（10年後仮想）  

甘杜：】くe  

－β5－・  

（単位：kl）  表12 香川県清酒の流通（1）  

注）平均清酒濃度15．92で封上  

a欄の58年変15，900を16，800，63年魔の14，000を15，500に修正する。   
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将来においても，a，e欄はかなり一－・致するものと思われるから，直線のあて 

はめから得られたデー一夕で数値の比較的変化の少ない方のデー・タを採用するこ  

とに．して，e欄にあわせる。   

表13については，県内への課税移出の数字を修正することにした。同様軋表  

14では，消費還を一・定（14，000kl）としてみた。表14のa欄の数字は，1人当  

たり消費鼠の推計値に人口の推計値をかけて求めた数値である。   

つぎに過去の動きと今後の動向について説明しよう。   

はじめに，製成数品であるが，図9および表15から，昭和49年度までほ増加  

しているが，その後減少紅転じている。この動きほ，全国の動きでもあり，全  

国の香川県のレエア」－ほほぼ一・定である。将来ほ，やはり，減少傾向をたどら  

ざるを得ないであろう。  

養13 香川県清酒の流通（2）  （単位：kl）  

年  山  度   a 課税移  

昭和38年度   
39   
40  9，069  
41  11，616  
42  9，470  

43  ・云…壷  2，849   7，583  
44  10，443  7，776  
45  10，749 10 7，924  
46  7，779   
47   2，838   8，142   

48  7，889  
49  7，108  
50  ，441   7，571  
51  7，056  
52  7，022  

53   6，589   

lO，600   ※5，500  

58 63  10，500   ※4，300  

注）c欄の58年度5，500を5，800に，63年度4，300を4，800に・修正する。   

つぎに桶売数恩であるが，図9および表16でみると，やはり，昭和48年度ま  

では，かなりの勢いで増加してきたが，それ以後減少に転じている。また，香  

川県の全国に対するシェア・－は，徐々に減少していることがわかる。昭和48年  

以降の減少ほ．，全国の清酒の製成数患の減少に・（もっと云えば，消費鼠の減退   
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に）依存しているが，他の理由として，桶．買い企業が桶買い先を選別しはじめ  

たとと，桶買い企業の設備の増大，生産性の向上等が考えられる。   

表17をみると，昭和亜年以降桶売数鼠があまり減少しなかっ、た，あるいは，  

むしろ増加した県は，秋田，山形，福島，東京，福井，長野，岐単，愛知，滋賀，  

京都，兵庫，奈良，岡山，徳島，佐賀，火分などであり，減少した県ほ，北海  

道，茨城，千葉，神奈川，富山，鳥取，福岡，長崎，宮崎などである。香川県  

は，ややクエイトを減少させた県と思われる。  

表14 香川県清酒の流通（3）  （単位：kl）  

昭和38年度  9，之1 
39  9，411  
40  9，300  
41  11，670  
42  11，338  

43   11，336   7，583  3，753   
44   11，784   7，776  4，008   
45   12，059   7，924  4，135   
46   12，781   7，779  5，002   
47   13，537   8，142  5，395   

14，009  
48 49 50  13，685  

樹■川 ．   

14，587   写；3塁…i   

53  1   13，641   6，589  7，052   

58 63   ♯13，700 ※13，300  「頂㌃ 1  

注）a欄の最近の状況をみるとほぼ－・定であるので58年度，63年度いずれも14，000と  

し，C欄をa－・bから界出。   

灘・伏見の大手メ－カ・－と地方の中小メ－カ－との生産費の格差は1．8βに．  

つき，50円程度といわれているし，大手メ」－か－の操業度は，70％程度である  

と云われている。大手メ・－カ－は，自製酒を多く作る方がずっと割安であるか  

ら，自分の操業度を高め，設備をます－ます増加して，やがては桶買いをやめる  

のでほ．ないかということが考えられるかもしれないが，将来完全紅桶買いをや  

めることはないであろう。その理由としては好適米や良質の水が大豊紅，ある   
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地域のみで確保されないこと，設備増大にほ，土地をはじめ，ぼう大な資金を  

必要とすること，他の産業と同じように下請企業の存在理由として危険負軌  

クッション的役割ほなくならないことなどがあげられる。しかし，大企業ほ，  

大企業どうしの競争のためにも，大屋に良質な洒を提供できる企業を傘下にお  

さめるととを望むであろうから，・一欄・部企業ではきびしい将来となることは予想  

される。   

つぎ紅課移税出数屋であるが，図9および表18からみると，はぼ横ばいであ  

る。全国に対する香川県のレ㌧∴アーーは，昭和38年以降昭和47年ごろまでほ．減少  

したが，それ以後ほ，あまり大きな変化ほない。表19でみると，課税移出紅対  

する県外課税移出の割合ほ昭和43年度に．27％であったものが，昭和53年度には  

37．5％に増加している。四国討とくらべてみても，県外課税移出ほかなり多  

い。このことは，Rメノー・・・カーの県外販売力を示すとともに，亀売メ－カーの県  

外販売努力のあらわれでもある。  

（参考までに課税移入数乳 県内。県外別未納税移出数鼻，移入数蔓．をかかげ  

ておく）  

図9 清酒製成数蜃，課税移出敦盛，未納税移出数盈の推移（香川県）  

∃、l■  

昭利38 39 404112131l′15 ′16 471邑 49 50 5152 53年  

資料ノ丁園磯庁統絆中断里l圭＝銅管料   
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図10 清酒課税移出数盈，県外課税移出数患および課税移入敦盛（香川県）  
ke  
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賛椚）国手糾二J；資料   

つぎに．，メ′－・カー・の販売先別割合をみると，表23，表24のようであるb香川  

県ほ，全国に比し，製造場の支店，ノJ＼売業者，消費者への割合が大である。特  

に，製造場の支店への割合は相当増加しており，卸，小売への割合が減少して  

いる。全国でほ，製造場の支店への割合が増加し，卸への割合ははぼ・一・定であ  

る。  
哀15 清酒製成数畳と対全国比の時系列  （単位：kl，％）  

卜： ●・ ：    ∴  四  国【香  川  年  次  全  国  
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資料）『国税庁統封年報苔』  
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轟16 清酒未納税移出数盈と対全国比の時系列  （単位：kl，％）   

資料）全国…・『国税庁統封年報番』，四国，香川…『関税概配』  

最後に，いままで出てきた数値を用いて，製成数葺肺占める未納税移出の割  

合，県産洒消費率を計算してみると，衰25，表26のよう紅なる。前者ほその割  

合を高め，後者ほ，その割合を低めている。香川県で作られた酒は，ますます  

灘・伏見へ，灘・伏見の洒はますます県内で消費されていく。今後の方向とし  

て，桶売りが困難になれば，全体としての製成数嵐は減少せざるを得ないであ  

ろう。Rメ－カ・－の県内外の販売鼻は増大するに・しても，灘・伏見の攻勢はま  

すます勢を加えるであろうから，県内桶売メ－か－・のうち見はなされたメーカ  

－・は，ますますきびしい道をたどらざるを得ない。見はなされなかったメ一－カ  

－・にしても，よほどの合理化，独自の努力なしにほ生きのびることは困難であ  

る。  

（付記）   

「Rメ・－か－・」は，県内のあるメ」－カ－を伏せるために使用した。   

なお，この研究をまとめるに．あたり，香川県酒造組合専務理事三木光義氏，  

高松国税局河野謙司氏，本学部岡崎美恵助手に特にお世話になった。ここに筆  

者一・同より感謝の意をささげたい。   
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香川県清酒製造業の現状  一夕ヱ・一  

義17 都道府県別おけ売数盈（20度換算）  （単位：kl，％）  

都道府県再細年I51年卜52年十53年j（S53／S48）×100  

1．北海道  4，537  5，209  2，964  3，136  69．1   
2．青森県  4，445  3，645  3．386  3，526  7さ．3   
3．岩手県  2，898  2，794  2，523  2，232  77．0   
4．宮城県  4，164  3，766  3，892 3，189  76．6   
5．秋田 県  11，807   10，878   11，286、．、10，996  93．1   

1  

…；3…三塁 …；………  

一   56．1  
2  3…；諾≡I2吉；3喜字 義；言告…  137．2   

14．．神奈川県   1，839  1，189  1，141   1，058   57．5   

15．新潟県  9，085  8，895  8，494  7，307   80．4   
16．富山県  6，318  4，933  4，231  3，806   60．．2   
17．石川県  10，330  9，144  9，620  7，633   73．9   
18．福井県  6，476  6，485  6，809  5，762   89．0   
19．山梨県  2，169  1，963  2，224  1，611   74ハ3   

201．長野県′ 10，910   11，290   12，061   10，613   97．3   

21J岐阜県  ユ0，167   10，350   10，434  9，146   90．0   
22．静岡県  14，482   13，434   12，261   11，156   77．0   
23小 愛知県  23，416  27，062  29，086   26；586   113．5   
24．三重県  16，319   16，872   16，628   13，537   83．0   
25．滋曳県  14，648   16，774   16，853   16，765   114．5   
26．京都府  36，772  35，467   32，572   88．6   

81，．7  

111‖3  36，808．  96．9  
73…5  

67‖7  

84．3  
95．8  
79‖0  

86．3  
98．0  
85“1  

74．3  
85．2  
69．7  

129．8  
68．9  

1 106．0  
，220 l，137 371 321  26．3   

針紙料  － 
二  

資料）国税庁資料  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 20  －9ゴー  J上）ざ∂  

表18 清酒課税移出数盈と対全国比  （単位：kl，％）  

資料）『国税庁統計年報番』  

表19 清酒課税移出数盈…県内及び県外－  （単位：kl）  

資料）『間税概況』（清酒移出入高表より） 注）（）内は  
県内＋県外   
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一夕、？－  香川県清酒製造業の現状  

表28 清酒課税移入数盈  

（単位：kl）   

資料）－『間税概況』  

表21清酒未納税移出数慶 一県内および県外【  （単位：kl）  

香  川  国  
【－一  

議丁盲 県  内1県  外  

1，973（62．4）  

2，698（餌・2）  

2，995（76．8）  

4，407（81．8）  

4，681（799）  

4，416（鎚．4）  

5，209（83．3）  

4，941（88い5）  

5，485（96．2）  

6，487（90．8）  

14，880（82。9）  

19，165（83．8）  

19，384（89．2）  

25，370（90u2）  

23，635（89．6）  

24，378（90．3）  

30，433（901）  

3ユ，Od6（90．8）  

31，595（93ul）  

34，287（89．．0）  

34，922（90い3）  

32，276（902）  

昭和38年皮  

39  

40  

41  

42  

43  

1，187  

1，380   

905   

980  

1，175   

814  

1，044   

640   

215   

659  

3，065  

3，707  

2，355  

2，759  

2，746  

2，633  

44  3，334   
45  3，161   
46 2，356  
47 J4，2ま9  

48  3，736   

49  3，500  

50 3，529  
513，473   
52  3，831  

53  3，466  

ミ∴、  

∴ニ三  
33，945（90・6） 650  6，680（91り1）  

言  

鮒）『憫珊況』（おけ物取引状況表より）注）（）内ほ頁×100   
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ー94．－  香川大学経済学部 研究年報 20  J9β0  

表22 清酒未納税移入赦免 一県内および県外－  （単位：kl）  

資料）洞野概況』（おけ物取引状況表より）注）（）内は×100  

表23 清酒販売数盈比率  一番jll県－  （単位：％）  

酒 類 製 造 者 の 移出 数：監 の  

・      †騒鎧    製造場慄管竃l卸売業卜J＼売共著l消費者l計      販売業者 「碓淳‾   

由和40年 0．3   29．9  11リ1  100   81．8   

41   0．2   31．3  0．9  100   90．0   

42  30．2    38．5              30．畠   37．3              34．2」 35．4   29．2  1．2  100   74ハ5   

43  33一3∃ 34・4   31．1  1．2  100   88．6   

44  32．4   31．3  1り2  100   99．9   

45  31．1  2．8  100   95．2   

46  35‖1                 35．4    30．7              36．5    29．7   29．9  3．9  100   93．1   

47  98．9   

4声  41．6  29ハ0   26．0  3〃4  100  100．5   

49  26．3  2。9  100   99．9   

50  38．41 30．2  27．9  3．5  100                          42．8    28パ0              44‖82ケ・8  24．4  3．0  100   102．8  

51  45．0  27．8   23．7  3．5  100  107．1   

52 49・6 26いO 21一・6   2．8  100  104．2   

53 - - 50・’8！お・8」20・6   2．8  100  120…4   
資料）国税庁資料   
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香川県漕酒製造業の現状  －95－－  

衷24 清酒販売数盈比率  川一全国一一  （単位：％）  

販先決者の 販売数鼻  

販売来者 消費者    製造場慣習篭卸売業巨鳩業者∃消空風ゴ■   

昭和40年   OL．0  6．3   75．3   

41   0．4  6巾8   68・6   

42   0．0  10．4   66り4  

67．7   

24‖9 臣1．1  100              23・3【0＝9  100  102．0             22．211．0  100  93．5   
43   0．1  10．3   67．1  21…6   0、9  100  104．9   

44   0…1  11．3   66・－5 r 209 1l2  
45   11、5   阻0  20・7 1u3  
46  0．5・  68．．3 66．219．41，3 17．61．3  100 100  113．4 123．6   

14…6   

47   12小7   13．4  67t7    17．4   1．4  100  1261．9   
50  0．2  13′8  ……三呂巨……：喜1壬：…  100 100 ∃100  128い3 130．9 132．1  

資料）国税庁資料  

衷25 製成数畳に占める未納税移出の割合  
（香川県）  （単位：％）  

表26 県産酒消喪率（香川県）  

（単位二％）  

年  次 県産酒消費率  

昭和43年  

44  

45  

46   
60い9  

47  60・1  

48  56．3   

一 

±＿   

49小5  

52   53  亜．3  

資料）国税庁資料  

資料）国税庁資料   
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